
 

   

第 １ 回 ◇輸送機械の軽量化等、産総研の材料・加工技術の紹介 
       ・低環境負荷技術と燃料電池車用ＣＦＲＰ水素タンクの開発 （南條氏） 

        

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日 時 平成３０年２月２３日（金）15:30～17:00 

●場  所 八戸プラザホテル アーバンホール「あずさ」 

（八戸市柏崎 1-6-6 ℡ 0178-44-3121） 

●定 員 ３０名 

●後 援 八戸地域研究所協議会、青森県航空宇宙産業研究会 

●参加料 無料 （懇親会は会費 4,000円  終了後、同ホール「やまぶき」にて 

行います） 

●締 切 平成３０年２月１３日（火） 

●お申し込み・お問合せ先  一般社団法人 青森県工業会  

TEL 017-721-3860  FAX 017-723-1243 
E-mail：info@aia-aomori.or.jp 

 

― 参加申込書 ― 
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  （    ） 

担当者名 
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懇親会 

（4,000円） 

参加者名 

役 職  氏 名  出・欠 

役 職  氏 名  出・欠 

役 職  氏 名  出・欠 

一般社団法人 青森県工業会 

日常生活や交通手段、コミュニュケーション手段など、様々な面で技術革新が繰り広げら

れています。これからの私たちの生活はどうなるのか。 

青森県工業会では、いま話題の社会にインパクトを与えている最新技術などについて紹介

する次世代ものづくり技術研修を開催します。 

第４回目は「地理空間情報活用技術」をテーマに開催します。 

今回は研修会終了後、講師を囲み懇親会も開催しますので、参加をお待ちしています。 

平成 29 年度第４回次世代ものづくり技術研修会 

 

◇「地理空間のビッグデータ解析技術」 
■講師 鳥海 重喜 氏 〔中央大学 理工学部 情報工学科 准教授〕 

 

 

平成 29年 3月 24 日閣議決定された「地理空間情報活用推進基本計画」では、地理空

間情報活用技術を第 4次産業革命のフロントランナーに据えて、防災、交通・物流、生

活環境、地方創生、海外展開といった幅広い分野での高度な活用を目指しています。 

例えば、全国各地の人流や物流、インフラの状態など IoTにより収集された莫大な地

理空間のビッグデータを重ね合わせて分析することにより、混雑の最小化を図る自動車

の自動運転技術など、過去には全く想定されていなかった新たな技術やサービスが創出

されることが期待されています。 

本講演では、地理空間情報活用技術の基礎と防災や交通の分野での活用事例、さらに

生産現場や地域産業の活性化などを想定したデータの利活用方法について、新進気鋭の

研究者がご紹介します。 

mailto:info@aia-aomori.or.jp

